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硫 酸 津 脱 銅 試 験 成 績- の 概 要
、"

森 棟 隆 弘 ・ 水 落 久 ま世
Enlarged Test On Extraction of Copper From Pyrite Cinders. 

Takahiro MORIMUNE， Hisao MIZU OCHI 

We tried an enlarged tes t on pyrite cinders and dìcopperized and disulfurized of them 

to the purpose of manufacturing the good iron ore from them. 

Sample used was Hayaboshi (Nisan Kagaku) and Hitachi (Nihon Kogyo). Our capacit ies ， 

oE testing was 1 ton per day and tested them about one year. 

The process was re司roarting， leaching by acid， f ol lowed by magnetic separation and 

briquettiJ1g. With these test we caJ1 able to get a good iron ore of the chemical 

analysis Fe 54'""-'59%， Cu 0 . 07'""-'0 . 12%， S 0 . 2'""-'0 . 6%. 

I 緒 言

さ き に 硫酸津の処理に 関 し 著者は ( 1 )湿式脱銅芸 ( D賠焼後硫酸で、浸出す る1423 ( E 〉 猶それ
を磁選ず る 方法 ( 百 )1字選法 ( V )亜欽酸宅起を利用す る 法 ( 百 〉酸素附加賠焼 〔刊〕塩素 ガ ス 附加

賠焼 (刊〉塩イじ陪焼等 の実験を行っ た が， 中規模試験を行 う に 当 り ll. ][ の方法を併用 し た。
こ の理由 は陪焼は製鉄所 で は高炉 ガ ス で 行え る こ と ， 浸 出 用 の硫酸は ど こ で も 入手 が容易 で あ る

こ と ， 又 こ れ は浸 出後に磁選す る 方法 で あ る が， 磁選処理 を 省略 し て も か な り 良 く 鋭胴 出 来 る か ら，

必要に 応 じ て 磁選す れ ば 良い も の が作れ る 事， 叉そ の設備費， 脱銅 費 が低い 事等であ る 。

そ の後直 ち に そ の 結果に 依 っ て 簡単な 試験工場 を作っ て 猶実験を進め た。 こ の 試験期聞は昭和26
年 3 月 か ら， 27年1 1 月 迄 の 間富 山 の 不二越鋼材・ て・行はれ た も の で ， 本研究 を 引 き 受け られ， 叉今 回

発表 を 許 さ れ た 同社井村 社ル長， 橋浦常務に対 し 敬意 を表す る 次第 で あ る 。

E 実 験 試 料

実験に使った試料 は 日 産化学 の富山県速息工場 の も の を 主 と し て 使い ， 叉 日 本鉱業 の 日 立か ら寄

贈 を 受 け て 試験 し た 。

表-1 実 験 試 料

試料問| 品 名 I Ee I Cu I s向 I AIん I CaO I MgO I p 。C
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基本的 の硫酸津で あ る 。

E 中 規 模 試 験

今迄 は実験室内 の 小実 験丈け で ， 大 き く て も 浮選 の 50gr 程度の も の で あ っ た の て ， 呆 し て 之 を 大

き く し た場合 同 じ 結果 が 出 る だ ろ う か と 云 う 疑 問 が持 た れ た ， そ こ で 幸い 不二越鋼材 が 中 規模試験

を 引 き 受け て 見 て も 良い と 云 う 意 向 だ っ た の で、 お願い す る 事 と し た。 従っ て 此 の 試験で、 は 同 社富 山

工場内 の 既設 の設備 を 使 う 方針 で進んだ為， 同所熱処理工場に 廻転炉だ け 新設 し た丈け で 浸 出 槽 ，

ix澱槽は以前酸洗糟だっ た も の を使い ， 磁選は 砥石工場へ運 び 行 コ た。

� 1 . 試 験 方 法
試験に は 1 号試料を 用 い た。 こ れは実験室 の 予 備 試験で 5500C に 培焼 し て 400C， 3 %H2S04で

1 時間 浸 出 し ， 0 . 066 96 Cu と な っ た も の で ， 比較的浸 出 し易い も の で あ っ た。

試験量は 1 日 500 キ ロ で ， 廻転炉 の長 さ 約 6 m， 内 径 39cm， 傾斜 6 . 50 ， 廻転数毎分 6 同 と し ，

焼鉱 の 炉内滞留時間 は 約30分 で あ る 。 廻転炉は外側 を煉瓦 で積 ん だ炉内 で廻転せ し め る 外熱式 で ，

温度 は 5500C ìこ保つ が， 焚 口 は 2 カ 所に付け石炭 を使っ た。 倍焼 の 間炉温は良 く 保 たれ， 100C前後

の 動 き で あ り ， 雰囲気は酸也性 と し ， 充分酸{じ さ れ る 様に し た。 そ し て 倍焼鉱 は 熱 い 内 に浸 出 槽に

入れ る 様に作業 し た。

又浸 出 槽 の 温度 も 400Cを標準 と し た為， 電気加熱 で‘温度 を 上げた。 浸 Ifl 時間 は 3 rF年間 ， そ の 後 3

回水洗 し た。

本来な ら直 ち に 磁選す る の で あ る が， 湿式磁選機 が無い の で ， 一度乾燥 し て 乾式 グ レ ン ダ ー ル磁

選機で処理 し ， 次に試験炉へ入れ電気銑 を 作 っ た 。

� 2 . 試 験 結 果

之等 の 実験か ら第 2 表 の様 な 結果が 出 た。 浸 出液 量は鉱 石に 対 し 1 : 1 と し た。

表 - 2 中 規 模 試 験 結 果 (速星 I 熔焼520-5500C 加-30min)

実験寄サ | 浸 出 液 | 液配C 問噌I Fe I Cu I S 1 脱僻 | 脱硫率 ! 備 考
1 1 7%H2S04 1 14 1 24 56 . 781 0 . 11 1 0 . 381 1 81 .0 1 86 . 1 ! 水洗不充分
2 1 "  " 1 " 57 .悶 0 . 09 1 0 . 303[ 88 . 6 [ 88 . 91 
3 I 5%H2S041 " 1 "  58 . 0創 0 . 12 0 . 2751 84 .81 90 . 0: 
4 I 3%H2S041 45 3 57 . 7引 0 . 11 ; 0 . 61� 86 . 1 1  77 . � 
5 [ "  55 " 59 . 97 1 0 .09; 0 . 301 [ 88 . 6 1 89 . 01 
6 1 "  40 " 59 . 70j 0 . 18: 0 . 7411 77 . 2 1 73 . 0 水洗不充分

即 ら 上表 の 如 く 脱銅率 は77 . 2�90 . 0%で、 あ っ た。 投 出 に 対す る 温度 の 影響は 14 0C で 24hr の も

の と ， 45�550C で 3 時間 の も の と ， 略等 し い 結果 が 出 た。 又脱銅 と 脱硫 と が略平行す る 事 が解つ

7こ。

表 3 中 規 模 試 験 脱 銅 鉄 鉱 分 析

実験問 Ee I s向 1 AI 20a I CaO I �1g0 I p I s I Cu 
4 I 57 叫 11 州 1 .01 1 1 . 261 0 叫 0 . 0ω 1 0 . 6叫 0 . 11
5 1 日 .971 1 0 . 031 0 . 881 1 . 181 0 . 911 0 .0101 0 . 301 1 0 . 09 

1ijl ijj 即日 目;i ijj
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即 ち 第 3 表 の 4号 以下の全分析 で ， Cu と S の 点 で は単味で普通銑 を 吹け る 程度 で あ る 。 P は特 に

低 く 此 の 点著 し い 特長 で あ る と 考 え る O 廃液 は鉄 屑 を加 え 沈搬鈴i を 耳元っ た。

叉此 の脱主�J鉱 を使い ， 約 2kg製銑出来 る ジ ロ 一 式試験炉で 次 の 2 t亙 の銑鉄 が 出 来た。
( a )  C 3 . 6%， Cu 0 . 115%， P 0 . 021% 

( b )  C 3 . 2%， Cu 0 . 320%， P 0 . 032% 

尚 ( a ) は Cu が計算量 よ り 低かっ た の で ， 各所 の 試料を 取っ て 見 る と 部分 的 に高 い 所 があ っ た。

或 は硫黄等 の影響か も 知れ な い が， 猶研究を進め よ う と 思っ て い る O

� 3 . 中規模試験結果に対す る 考察

以上 の 試験か ら 次 の 様 な 事項を知 る 事 が 出来た。
1 . 実験室 内 の 試験 と 略等 しい 結果が得 られ た， 悪い 場合は水洗 が不充分 な 時で あっ た。
2 . 焼津の 取扱い は重 く て 人力 で は 中 々 多 量 の処理は 困 難 だ か ら， ベ ル ト コ ン ベ ヤ 一 等 を 用 い ，

自 動的に 行わね ば な ら な い 。

3 .  倍焼は外熱式 で一定温度 で 良 く 行われ た。
4 . 3�7 % の H2S04 処理で は木槽 で も 何等支 障が無い。
5 . 酸に依 る 浸 出 の 場合酸i夜 の取扱い に不安 が あ っ た が， 試験 の 途 中 で別 に 困難は無かった。

6 . 浸 出 し た酸液 は サ イ フ ォ ン で 除去 し た が， 之は焼津が割 合良 く 沈下 し た の で、支 障がな か っ た。

7. オ リ バ ー フ ィ ル タ ー の無い 場合 の水洗 は7}c を槽に入れ ， 或 る 時間 焼津 と 撹持 し て ， そ の後沈

下 さ せ上澄 と な っ た 洗液 を 除 く 様な 事 を 繰 り 返 し た が， フ ィ ル タ ー の 必要 があ る 。
8 .  液 の加温は電気式 で、 比較的容易に行は れた。

9 . 浸 出液及び水洗液 の 中 の ス ラ イ ム を取 り ， 収率を 上げ る 為に ド ル シ ッ ク ナ ー の 必要 が あ る 。
10 . 浸 出 後磁選す る 事 で脱銅鉱 の Cu と S が共に下 り ， 前者は約20%， 後者は約 4.0%低 く な る 。

1 1 . 処理費 も Cu を 回収す る から比較的低い 。

12 . 脱銅鉱 は輸入鉄鉱 と 国産鉄鉱 と の 略 中 間 の 品 位 を 有す る 。

以 上の 様 な 事から一歩進ん で、要部 だ け連続的 に作業 出 来 る 様な 試験設備 を作 る こ と と な っ たo

H 脱 胴 試 験 工 場

上記 の様に要部丈け連続的 に作業す る た め に ， 外熱式 廻転 炉 を 新設 し ， 第1図 の 様 な 設備 を し た。

又磁選機 ， 団 鉱機 を 準備 し 浸 出 糟 は鉛張 り と し ， 撹持機 は廻転 し な がら翼を 上下 し得 る 様に 製作 し

た の で， 廃液 除去， 水洗等 の 時 に 好都 合 で あ っ た。 た だ予算 の 関係上オ リ バ ー フ ィ ル タ ー が設備 出

来 な か っ た為洗織 が充分 出 来 な か っ た 。

� 1 . 設 f繍

付) 惜 焼 炉

外熱式 で廻転数を 変 え る こ と で ， 炉内 滞留時聞 を 7�30 分に な し得 る 。 処理鉱量は o . 2�0 . 5ion / 
hr で減速 はウォ ー ム ギ ャ ー ， 廻転 は チ ェ ー ン で 行った。 廻転炉体 の長 さ は 6 . 25m， 内径51cm，

1 . 2r. P. m . で あ る 。

(ロ) 浸 出 槽
角型の槽 の 内部 を 鉛 で 丸 く 誤っ た も の で ， パ ル プ は ケ レ ツ プ式。 撹料機 の翼 の液 中 に 入 る 部分 は

鉛 の ホ モ グ ン が し て あ る 。

川 磁 選 機
ボ ー ル ノ ル ト ン 式乾式で あ る が， 湿式に 改造の予定で 入れた。
科 団 鉱機及び ミ ク サ ー
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賭焼炉か ら浸 出槽へ持 ち 上 げ る 為に 設備 し た も の で ， 熱い 鉱 物を 入れ る の で ， パ ケ ッ ト を チ ェ ー

ン に 取付け た も の を使い ， 外側は鉄板で 包み防塵 し た。

� 2 . 浸 出 作 業
第一次浸 出 は 廃液 を使い ， 第二次浸 出 は 3 %H2SO ， を使い ， 加 温 し撹拝 し 3� 10 時間浸 出 す る 。

浸 出液 は鉱物に対 し 60�100 % 使 う 。 処理量は 1 槽毎 回 1 ト ン で浸 出 後 は 沈 め て 上澄液 を サ イ フ ォ

ン で 除去 し 沈下槽へ入れ る 。 脱銅鉱は 荏 を 敷い て あ る 脱水設備 に 入れ脱水 し た が フ ィ ル タ ー で無い

の で， 洗い は充分 で無かっ た。 こ れ に 生石灰を 混合 し て 団鉱 を作った。 次 に 廃液 は ジ グ ザ グ に な っ

た銅沈澱槽を通 り 鉄 屑 で 銅 を 沈漉せ し め た。
� 3 . 脱 胴 結 果
此 の 試験に は速星 E を 使 っ た ( 2 号試料〉。 第 4 表 は脱銅鉱 の分析例 で あ る 。

表 - 4 脱 銅 鉱 分 析

実験番号I Fe \ Cu \ Sio2 I P ! 脱銅率 i 脱硫率 戸
7 56 .98 0. . 22 14 . 80 0 .041 55 . 1 25 . 6 
8 55 . 52 0 . 08 16 . 32 0 . 039 O .  81 . 6 46 . 8 
9 54 . 80 0. .07 16 .97 β . 0.11 O .  85 . 7 68 . 7  

10. 52 . 75 0. . 17 19 . 50 0. .0.48 O .  65 .3 41 . 1 

猶 ほ 7 号 の も の は粒 の 大 き な 部分， 8 号 は良 く 洗われた所， 9号は浸 出 後磁選 し た も の ， 10号 は洗

い の 良 く な い 部分 で あ る 。 速星 I に 比べに CuSO長 も 少 な い し ， 硫酸製造 の 際高温に 上げ過 ぎ られた

ら し く ， lI!i:鉄酸銅 の 生 成量が多 く ， 脱銅 し難い部類に属す る 。

次 に 目 立の 焼津に対す る 試験を行 う と 第 5 表 の 様 な 結 果 と な っ た 。 賠焼 は550 0C で 1hr 行っ た 。

表 5 日 立 焼 津 の 脱 銅

I � . lli . �  I 必。宍出
浸 出 ， 液 | Cu% I 脱 銅 率

300C浸 出

Cu% I 脱 銅 率
水 ' 1 0 . 16 46 . 7 0 . 19 36 . 6  

3%H2S04 I 0. . 07 I 76 . 7  0 .10. I 66 . 7 

次に こ れを磁選す る と 第 6 表 の 様な 脱銅鉱 と な っ た。 こ の時 の 条件 は浸 出4()OC， lhr， . 3.%H2SOー

を使い 磁選 は約 5 %を尾鉱 と し て 除い た。

表 -6 目 立 脱 銅 鉱 〈熔焼一浸 出ー磯選〉

\己 ， .  ω I . S ，\ 脱 銅 率 | 瓦石率
755「円;司寸玄- '-83-

. 3
-円五J

即 ち こ の 様に 更 に 磁選を 行 う と 亜鉄酸銅 と 末分解 の 黄銅鉱 が磁性があ る の で 除れ る た め 精鉱 の 品

位を上げ， 又残留磁硫鉄鉱 が 除れ脱硫率 も 高 く す る 事 が 出 来 る 。

υ 次に連星 I につ い て脱銅 に影響す る 浸 出 液 の 温度 と 濃度 に 合い て 調べ る、 と 第 7 表Iの様な も のみ な

る。
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表 7 脱銅に対す る 炉 内 時 間 温度及び浸 出 液 の 影 響

炉州出 | 瓦 ti\ -�- - Ir� 11\温IJtOC 没 Il� II!j 問 Cu 弘 i 
20 min l  5% H2S04 20 24 hr O . 口
" ，仰， " 80 3 0 . 102 
FWF ! 附 H払。.S叫 8卸o 4 0 . 084 
30 1 5% H2SO盆 20 1 12 0 . 112 
" " "  80 1 3 0 .085 1 

即 ち 陪焼 の 際 の 炉内 時間 を 20min と 30min と の 2 僅 と し . 5 %及 び 10% の 硫酸を 用 い ， 常 温及

び 80 0C で浸 出 し ， 之等 の 影響を 見 た も の で， 炉内時聞 が20分 の も の で浸 出液 を 10% H2SO"， と し温

度 を 上げれ ば ， か な り 良 く 脱銅 出 来 る が， 炉内 時 間 が 30 min の も の だ と 5% H2SO壬 で 800C で

0 . 0855厄Cu と 云 う 良い 結果 が 出 る こ と か ら， 倍焼時聞 が浸 出 結果に大い に 彰 響す る こ と がわか る 。

次 に 団 鉱機を使い 団 鉱 を作 り ， 強度 の か な り 大 な も の に つい て 分 析 し て 見 る と 第 8 表 の様 な 値 が
出 た。 猶 団 鉱 に は生石炭 と 小量 の セ メ ン ト を使った。

表 - 8 焼 結 鉱 及 び 団 鉱

11明日lhT日:|百jiikifi;製 鋼 用 | :: l :: : ::[ :: : :;( : ::1 : ::l :;;| o 叫 o 0 . 0751 0 .09 \ 0 .0091 0 . 09 鈴仰 lu i :: :::! ::;:l :::l ; : ;:| :;:l 0 . 18 
: :;:l :;:l : ::1 0 17 

猶製鋼 用 の場合焼結力 を増 す た め 砂鉄 を混合 し た の で FeO は28%. C 0 . 07%. Ti02 2 . 5%で

来日 報国製鉄 の 焼結工場で行っ た。
此 の脱銅鉱 の分析に関す る こ と で あ る が. Cu の分析は 日 本標懲規 格 の ヨ ー ド 法 で行 う と ， A宮，

Bi ， Tl 等 の 影響の た め高 く 出 る 事 で ， 比色i去か， 弗 化 ア ン モ ン ー ヨ ー ド法 に 依 らね ば な ら な い 。

� 'i .  熔焼時間， 浸1:1:'. 率 と 燃料 と の関係

陪焼時間に対す る 石炭使用量を調べ る と 第 9 表 の 様な 結果 と な り ， 即 ち 10分 では90kgで あ る が，

炉内滞留時間 が長け れ ば次第に石炭を 多 く 要 し ， 60分 で は 200kg の石炭 が必要 で あ り ， 燃料費が商

く な る か ら ， 高炉 ガ ス の 様 な 安価 な ガ ス を使 う 必要 が あ る 。

表 - 9 陪 焼 時 間 と 所 要 石 炭 量
「 一一 �'T-t而1 寸一 一 -- r- 一一丁一一 ー | 
i 炉 内 時 間 10 W I 00 � !  w I 00 

l ト ン 当 り [ 90 「 110 i m l 155 l 180 | 200 l 所要石炭量

第10表は情焼時間 と 鉱石 品 位 と の関係を求め た も の で ，

る。
何れ も 賠焼時聞 が長 い 程良い 鉱 石 主 な
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表- 10 惜 焼 時 間 と 脱 銅 結 果
G宝星 1 ， 5%H 2S04、 常ih\a2hr， 4[HI ì5tì保 ， れ1焼i日 !史520�5500C)

� 5 . 歩 留 り

廻転炉内 1 RQ r" c: 1 I1削'1:
附焼時間minl Å � �U � 1 非磁性

20 1 59 制 0 . 135 1 1 叫 1 /10 . 6
30 59 . 0511 0 . 112 1 0 . 68 1 1 /11 . 2  
40 60 . 291 0 . 0891 0 . 461 1 / 8 . 3  
50 59 . 41 1  0 . 072 1 0 . 39 1 1 / 7 . 9 
60 58 . 55 [ 0 .081 1 0 制 1 / 4 .3

こ の 試験工場は 自 働計量器 が無い た め 歩留 り 計算 は 行え な い が ， 現在迄 の 実 験か ら鉄 の 歩留 り は
次 の 如 く 推定 出 来 る 。

表 1 1 鉄 の 歩 留 り

i一正「品雨戸三目 瓦 一正 瓦日 ι -;; � I � /:1:'1 t同五五五[ 五 両一
坐里子 I 1竺 l 竺 l 3-5 . 0 1 2-3 o 1 1-川 竺 12当 竺三…-

磁性物 と し て | ドル 、ン ッ グ ナ ー ， リ 1摘 要 1 1 1 除去されるFe分| ベ ー フ ィ ル タ ー 無き為 1
即 ち第11表 の 如 く 鉄 の 損 失は 7 . 2�12 . 2% で あ る が， シ ッ ク ナ ー ， オ リ ベ ー フ イ ノレ タ ー を設備す

る と ， 7k洗 の 際 と 浸 出 席液 中 の Fe 分 の 損失 を 著 し く 減 らす か ら ， 歩留 は も っ と 上昇す る 。
� 6 . 銑 鉄

脱銅鉱を使っ て 小型 ジ ロ 一 式試験炉てv銑鉄 を作っ た 。 こ の 時使っ た脱銅鉱 は Fe 57 . 77， 
Si02 11 . 80，  CaO 1 . 30 ， MgO 0 . 90， Aj 2 0 3  1 . 05， P 0 . 008 ， S 0 . 665， Cu 0 . 10 で あ っ て ， そ の
時 出 来 た銑鉄は C 2 . 90， Si 1 . 50， Mn 0 . 25， P 0 . 022， S 0 . 1:3 ，  CLI O . 24 で あ っ た。 叉此 の l専 の
ス ラ グ は Si02 22 . 46， CaO 65 . 00， FeO 1 . 43， A12 03  9 . 38 ， MgO 0 . 28， P 0 . 006 ，  S 0 . 088， 
Cu な し ， の 様な 分 析 成分 で あ っ た。

� 7 .  作業結果に対する考察
以 上 の 作業か ら次 の 様 な �.lPJ�を 知 る 事 が 出 来 た。
(1) 廻転倍焼炉は 予 備 乾燥 も 行え る 様 に長い 方 が良い 。
(2) 回定式浸 出捕 は製 品 の 品質 を加減 し得 る 点 で 好都合 で あ る 。
(3) 浸 出槽 を鉛張 り に すれ ば ， 加温 し た場合 も 支 障が無 く ， 又漏 る 事 も 無い か ら ， 鉛 板 を 張 る 方

が 木槽 の億 よ り 猶良い 様 で あ る 。
糾) 撹持機は シ ャ フ ト を 上下す る も の を設計 し 好成績を得たか ら ， 浸 出 槽 の 数 を 減 らす事 が 出 来

る 事 と な っ た。
(5) 浸 出槽 の バ ル ブ は ケ レ ッ プ式 が良い 。
(6) 湿式磁選機 の代 り に 乾式 の を賠焼炉 の 次 に付け た が ， 惜焼鉱 の 温度 を下 げね ば な ら ぬか ら ，

浸 出 率は 少 し下 る 。
ぐ7) パ ケ ッ ト コ ン ベ ヤ ー を増 さ ね ば な ら な い 。
制 作業人 員 を減 らす た め惜焼炉 も 瓦斯加 熱 が よ く ， 叉製鉄所 が こ れ を 利用す る 場合 に は ， 処理

費を 下 げ る 点か ら 廃 ガ ス (高炉 ガ ス の 如 き 〉 を 用 い る 必要 が あ る 。
(め こ の 方法 で は現在高炉用 鉄鉱 と し て要求せ られ て い る 。 0 . 15%Cu程皮 の も の を作 る こ と は ，

採算的 に可 な り 有利 で あ る が， 0 . 1% Cu 以下 の 鉄鉱 を 造 る こ と を要求 さ れ る 場合 は ， こ れだけ
浸 出時聞 が長 く な り ， 処理費用が大 と な る 。
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制 脱銅鉱 の Cu の 分 析法 と し て ， 鉱 石 中 に Ag， Bi， As 等 を 含む の で ， 著者は 比 色分 析か沸他
ア ン モ ン ヨ ー ド 法 を 推奨す る 。 日 本標準規 格 で分析す る と αl の 値 が大 と な る か ら注意 を 要 す
る 0

S 8 . 推奨すべき作業茶統
以 上 の 試験結果か ら脱鋼工場 を建設す る 場 合 に 推奨すべ き 作業 系 統は第 1 図 に示す様 な も の で あ

る 。

脱 銅 作 業 系 統 図
硫 酸 浮

潤 転 熔 焼 炉

出

品 槽 l 
i一一一一一一 →廃
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非 磁 性 鉱 物

「 一 寸 リ 寸イ ルタ ー
鉱 l 脱 銅

焼結 或は 日l鉱

鉱
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洗
液
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沈

銅

脱胴鉄鉱 と 輸入並びに 圏 内 鉱石と の比較

脱銅鉄鉱 を 輸入並 び に 国産鉄鉱 と 比べ て 見 る と 丁度 之等両者 の 中 間 に 位す る も の で あ っ て ，
ア山 門

一一一一 x 100 の式 を 用 い ， 銅 ， 燐， 硫黄にっし 、 て 比較 し ，含鉄分

電石鉄

V 

そ の

又鉄含有量 も 比べ て 見

た 。
そ れ に依 る と 鉄含有量に つ い て は ヅ ン グ ン ， ユ タ ，

一般 に 園 内鉱石 よ り 良い c
銅 に つ い て は ラ ラ ッ プ の 0 . 07%Cu の も の が， 輸入鉱 と し て は高い 方 で あ る が ， 国 内 鉱 の 赤 谷 の

0 . 3%， 釜石 の 0 . 18%に 比べ る と 良い 。
燐含有量につ い て は鉄鉱 中 で最高 の も の に 属 し 極 め て 低 く 0 . 01% p 前後 で、 あ っ て ， 輸入鉱 で も

2�36 倍， 国 産鉱 で13�51倍 と 云 う 事 と な る 。
硫黄含;有量は ユ タ ， ヅ、 ン グ ン よ り 高い が， マ リ ン ド ケ ，

い が ， 赤谷， 群馬 の 約 四分 の ー で あ る 。
以 上 の 如 く が1 位 の 点 に つ い て 色 々 考察 し て 見 る と ， 含鉄分 の 点 で は 略輸入鉱 と 等 し く ， 合燐率は

著 し く 小 で ， 銅 の 点 で も ， 硫黄 の 含量で も ， 丁度輸 入鉱 と 国 内 鉱 と の 中 位に 位 し て い る 。 従 っ て 全
体か ら考 え 輸入鉱に近い成分 と 云 う 事 が 出 来 る 。

終 り に本研究 は文部 省試験研 究 費 の 補助 に 依 っ て 行っ た も の で あ り ， 本研究に従事 さ れ た 理研製
鋼KK， 荻原三平学士， 大 阪 チ タ ン 工業， 福 田 充美君， 今泉亨平君 の 労 を 多 と す る 。

ラ ラ ッ プ 級に 属 し ， 或種 の 輸 入鉱 よ り 良 く ，

ラ ラ ッ プ よ り は 著 し く 低 く ， 釜石 に 略近

比較法 と し て
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